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  彙 報(昭 和51年1月 ～  昭和51年4月)

人事 異動

昭和51年

 2月1日 長尾 真(京都大学工学部教授)

     を第'5研究部に併任

      関本照夫を助手(第5研 究部)

     に採用

 3月1日 合田晃一を事務官(情 報管理施

     設資料室)に 採用

 4月1日 三浦猛夫(文 部省大臣官房調査

     統計課国内第1調 査係長)は,情

     報管理施設技術室長に昇任

      中村郁男(大 阪大学医学部附属

     病院管理課用度掛備品主任)は,

     管理部企画課製作係長に昇任

      山下 進(大 阪大学附属図書館

     吹田分館運用掛閲覧主任)は,情

     報管理施設資料室文献図書係長に

     昇任

      中島聖勝(大 阪大学大型計算機

     センター業務掛業務管理主任)

     は,情 報管理施設技術室電子計算

     機係長に昇任

      地中 剛を技官(管 理部施設

     課)に 採用

      大塚和義を助教授(第1研 究

     部)に 採用

      杉村 棟を助教授(第2研 究

     部)に 採用

      宮本 勝を助手(第5研 究部)

     に採用

      今井義雄(情 報管理施設資料室

     文献図書係長)は,大 阪大学附属

     図書館中之島分館目録掛長に転任

 4月16日 竹村卓二助教授(第1研 究部)

     は,教 授に昇任

      中村俊亀智助教授(第4研 究

     部)は,教 授に昇任

      江ロー久助手(第3研 究部)は,

     助教授に昇任

452

    国立民族学博物館研究報告  1巻2号

 館内各種委員会の編成がえ

 昭和51年4月1日 付で,下 記の とお り館内

各種委員会 の編成を行 った(○ 印 は委員長を

示す)。

映像 ・音響委員会

○竹村卓二,祖 父江孝男,君 島久子,和 田祐

一
,和 田正平,黒 田悦子,石 森秀三,櫻 井哲男

研究部運営委員会

○祖父江孝男,杉 本 尚次,端 信行,和 田正

平,中 山和芳,大 胡 修,須 藤健一,泉 幽

香,宮 本 勝

建築委員会

○佐 々木高明

国際化委員会

○伊藤幹 治

広報委員会

○君島久子,端 信行,田 邊繁治,須 藤健一・,

藤井龍彦

収集委員会

○佐 々木高明

出版 ・編集委員会

○伊藤幹治,杉 本 尚次,松 原正毅,江 ロー久,

石森秀三,関 本照夫,宮 本 勝

情報 システム委員会

○ 中村俊亀智,佐 々木高 明,和 田祐一,大 給

近達,松 澤員子,大 胡 修,吉 田集而

制度委 員会

○祖父江孝男,佐 々木高 明,伊 藤幹治,端

翫 欝 龍彦児 訊

大学院委員会

0杉 本尚次,竹 村卓二,伊 藤幹治,中 山和芳

展示委員会

○大給近達,大 塚和義,藤 井知昭,杉 村 棟,

石毛直道,藤 井龍彦,関 本照夫

図書委員会

○和 田祐一,杉 村 棟,江 ロー久,黒 田悦子,

田邊繁治,泉 幽香

標本整理 委員会

○佐 々木高 明,中 村俊亀智,大 塚和義,松 原

正毅,藤 井知 昭,石 毛直道,吉 田集而,櫻 井

哲男



彙   報

HRAF委 員会

○祖父江孝男,松 澤員子

 共 同研究会

昭和51年

 1月13日 「映画試写会(グ ル ープ現代)」

 1月27日 大阪大学蛋白質研究所 コンピュ

      ーター見学

 2月3日 「内 と外 か らみた東北農村 の変

      化」       泉 幽香

 2月10日 「映画試写会(岩 波映画)」

 2月17日 「中国の民間伝承 について」

               君島久子

 2月24日 「民族学 博物館 と写真」

          芳賀 日出男(写 真家)

 3月2日 「ジャワの米作農村 にっいて」

              関本 照夫

 3月9日 「蘇鉄みそ作 りの観察記録

      一 用具 とそれ に 関 わ る入 び

      と一 」     松澤員子

     「曲屋,合 掌造り,大和棟,二

    棟造り民家の比較研究」

            中村俊亀智

3月16日 「南島農耕具の類型について」

            佐 木々高明

     「消費行動の分析」石毛直道

4月6日 「沖縄のまつりと祭場」

              伊藤幹治

4月13日 「北九州民家調査短報」 「オー

     ストラリアの野外博物館」

             杉本尚次

     「沖縄 ・島根調査報告一 通過

    儀礼にみるヘヤの移動につい

     て一 」     大胡 修

4月27日 「〈もの〉からみたアイヌ文化

     の枠組について」 大塚和義

     「北米の大学院における博物館

     学コースの一例」 杉村 棟

     「ハヌヌー・マンギャン族の社

     会観 ・世界観」  宮本 勝

海外における研究 ・調査 ・収 集活動

 氏 名 所属 ・官職 出 発 帰 国  行 先,

櫻井 哲男(第5研 究部 助手)   51.1.9 51.2.29  大韓民国,台 湾

端  信行(第3研 究部助教授)  51.2.24 51.3.25  フ ランス,セ ネガル,象 牙海岸

加藤 九柞(第1砥 究部教授)   51.3.23 52.1.22  ソビエ ト連邦共和国

祖父江孝男(第1研 究部教授)   51.4.12 51.4.22  アメ リカ合衆 国

来館者記録 抄

昭和51年

 1.月13日Richard PEARsoNブ リテ ッ シ

      ユ ・コロンビア大学教授

 2月17日 原  忠彦 東京外 国語大学助

      教 授

 2月24日 芳賀日出男 民族写真家
  へ

 2月25日 川村 俊蔵 京都大学教授

 3丹2日 本田 実信 京都大学教授

 3月16日 坂井 利之 京都大学教授

      杉田 繁治 京都大学助教授

 3月23日 寺田 和夫 東京大学教授

      加藤 泰建 東京大学助手

3月25日 Amir SuTAARGA イン ドネシァ

    教育文化省博物館部長

3月26日 畑 中 幸 子 金沢大学助教授

4月2日 S.BuDHIsANTosoイ ン ドネ シア

    大学助教 授

4月8日 樋 口 敬二 名古屋大学教授

4月12日 Caroline Atsuko YANG在 日合

    衆 国教育委員会事務局長

    佐久間悦治郎 在 日合衆国教 育

    委員会事務局総務部長

4月17日 安嶋  彌 文化庁長官
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            国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 寄 稿 要 項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究 ノー ト,調

 査研究活動報告等を掲載 ・発表することによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与す るもの

 である。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿す ることができる者 は,次 のとおりとす る。

 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 という。)の教 官(客 員教授等を含む。)及 び本館 の組織,

  運営 に関与する もの

② 本館が受 け入れた各種研究員及 び研究協力者

 (3)そ の他本館において適 当と認めた者

3.原 稿を寄稿する場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等 のうち,い ずれであ

 るかをその表紙に明記 するもの とす る。なお,こ の区分 につ いての最終的な調整 は,国 立民族

学博物館研究報告編集 委員会(以 下 「編 集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編集す る場合 は,

原則 と して論文を1段 組,そ の他の ものを2段 組 として取 り扱 う。)

4.原 稿執筆 における使 用言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペ イン語,ロ シア語,中 国語

及 び ドイツ語の うちいずれ を用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語 を用 いる場合は,

 編集委員会 に相談す るものとす る。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合 は,編 集委員会 に相談す るものとす る。

6.寄 稿す る原稿が論 文で,日 本語を使用 する場合は,原 則 と して英文によ り500語 程度の要 旨

 を付ける もの と し,そ の他 の言語 による論文 の場合 は,編 集委員会 に相談 する ものとす る。な

 お,寄 稿す る原稿 については,執 筆者名のローマ字表記及び原称表題の英 文を付記 しなければ

 ならない。

7.寄 稿する原稿の枚数は,原 則 と して制限 しない。ただ し,編 集す る場合 は編集委員会の判断

 によ り,紙 数等の関係か ら分割 して掲載す ることがあ る。

&寄 稿 する原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合はタイプ)し,原 稿 の写 し1部 を添付す るもの とす

 る。なお,図,表 のス ミ入 れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理す る。

9.寄 稿された原稿 は,編 集委員会 において審査のうえ,採 否を決定す る。なお,原 稿 は,採 否

 にかかわ らず原剣 と して返却 しない。

10.稿 料の支払 い,掲 載料の徴収は行 わない。

11.原 稿の執筆 に当って は,別 に定 める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿の寄稿先及 び連絡先は,次 のとお りとす る。

   〒565大 阪府吹 田市山田小川23の17(日 本 万 国博覧会記念公 園)

       国立民族学博物館内

       国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話 代表06-877-5341)
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            国立 民 族 学博 物館 研 究 報 告執 筆 要 領

1.原 稿は,200字 詰原稿用紙 を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿は,図,表 を除き,原 則 として黒イ ンクを使用す る。

3・ 日本語 を使用 して執筆す る場合は,原 則 として 当用漢字,現 代か なつかいを用 いる。

4.旬 読点,括 弧,各 種記号等 は,原 則 として原稿用紙のマス 目1字 分の扱いをする。

5.原 稿 中の年号,月 日及 びその他の数字は,原 則 と して アラビァ数字を用い る。なお,年 号は,

 原則 として西暦 とす る。

6.図 及び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙に書 き,本 文 とは別に一括 して添付する ものとす る。な

 お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領によ り記入),図 ～ 表名及 び説明並び に

 出典等を記 し,本 文原稿 の欄外 には,そ れぞれのそ う入箇 所を指定す るもの とす る。

7.写 真は,写 りの明瞭な もので,手 札判以上 の大 きさに焼き付 けたもの に限 り,図 及び表の扱

 いに準 じて通 し番号,説 明を付 けた うえ,そ う入箇所を指定する もの とす る。ただ し,カ ラー

 写真は,原 則 と して受け付 けない。
                               ミ

&本 文又 は脚 注 にお い て文 献 を 指 示 す る場合 は,カ ギ 括 弧 を付 け,著 者 名,文 献 刊 行 年 次,引

 用 ペ ー ジ数 の 順 に下 記 の例 に従 って 記 載 す る 。

  [柳 田,1942:PP.67-69]

  [LEAcH,1961:P.123]

 た だ し,同 年 次 刊 行物 の場 合 は,ア ル フ ァベ ッ ト順 に よ り,下 記 の よ う に記 載 す る もの とす る。

  [柳 田,1942a:PP・20-22][柳 田,1942b:P.10]

9.脚 注 は,一 つ 一 つ 別紙 に記 し,通 し番 号 を付 け る。 な お,本 文 中 に脚 注 を そ う入 す る箇 所 に

 は,脚 注 の 当該 番 号 を記 入 し,別 紙 の脚 注 に は,本 文 の ペ ー ジ数 を 明 記 す る もの とす る。

10.本 文及 び脚 注 にお い て参 照 した 文 献 は,す べ て凍 稿 の 末 尾 に ま とめて 下 記 の方 法 に よ り記 入

 す る。

 (1)文 献 の 配 列 は,著 者 名 の アル フ ァベ ッ ト順 とす る こ と。

 (2)文 献 の 記 載 は,著 者 名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社 名 の順 とす る こ と。

  欧文 の 論 題 は 引用 符 でか こみ,雑 誌 名及 び単 行 本 名 は,イ タ リック体 にす るた め,原 稿 に は

  下 線 を 引 くこと 。 ま た,ロ ー マ字 人 名 は,ス モ ー ル ・キ ャ ピタル とす るた め,二 重 下 線 を 引

  き,日 本文 の場 合 は,論 題 に カギ 括 弧,雑 誌 名 及 び単 行 本 名 に二 重 の カ ギ括 弧 を 付 け る こ と。

  雑 誌 の 巻 数 及 び号 数 は,原 則 と して ア ラ ビ ア数字 を用 い る こ と。

  (例)

   論 文 の 場 合

    Bohannan, P.,1973,``Rethinking Culture:APr()j ect f()r Current Anthropologist,,,

        Curfent∠ 玉nthropology, Vol.14-4, The University of Chicago Press.?p .一  、

    石 田 英一 郎,1948,「 文 化史 的民 族 学 成 立 の基 本 問題 」 「民 族学 研 究』13巻4号 岡 書店 。

   単 行 本 の場 合

    耳{墾中,B.&P.≦ 翌z 1969, Basic Color Terms:Their Universality and Evolution,

        University of California Press.

    柳 田 国男,1942,『 日本 の祭 』 弘 文 堂 書房 。
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 編集 委員

  石  森  秀  三

  伊 藤 幹 治(編 集委員長)

  江  ロ  ー  久

  杉  本  尚  次

 編集事務協力

  石  元  宏  殖

関 本 照 夫

松 原 正 毅

宮 本  勝

〔後記〕 1巻2号 がで きあが りま した。4月 になって か ら,編 集委員 の

顔ぶれ も,だ いぶん変わ りま した。加藤九 柞(編 集委員長),黒 田悦子,

中山和芳,和 田正平の4委 員がやめ,あ らたに石森秀三,伊 藤幹治,関

本照夫,宮 本勝 の4人 が委員会 に加わ りま した。本号の編集作業 は,途

中まで旧編集委員会において担当 されま した。編集作業 もなんとか軌道

にのってきま したが,ま だ,検 討 しなけれ ばならない問題 が,い ろいろ

残 って います。 こうした問題をひ とつずつ解決 していきたいと思います。

                           (伊藤)

昭 個 年 用1昭 印 刷 非 売
品昭 和51年7月20日 発 行

  国立民 族学 博 物館 研究報 告 1巻2号

    編集 ・肇行 国 立 民 族 学 博 物 館

        〒565吹 田 市 山 田 小 川23-17

          TEL O6(877)5341(代 表)

    印 刷 中 西 印 刷 株 式 会 社

        〒602京 都市上京区下立売通小川東入

          TEL O75(441)3155(代 表)



 Bulletin of the National Museum of Ethnology 
vol.1 no.2 
June 1976

MATSUBARA,  MaSatake Daily Diet and Dietary System in a Turkish 
                     Village 

 FUJII, Tatsuhiko Lithic Culture in the  Huinuco Region, 
                       Central Andes 

KATO, Kyuzo The Gilyak Observed by Rinzo Mamiya 

EGUCHI, Paul Kazuhisa Mbum Circumcision Songs 

KURODA, Etsuko Notes on the Historical Background of 
                      Highland Mixe in Oaxaca, Mexico 

ISHIGE, Naomichi Salt Making at Kumupa, Central Highland, 
                      Irian Jaya 

 lzumi,Yuka Preliminary Notes on Visual Thinking 
                       —from the perspective of exchange theory 

                        in structuralism—

National Museum 

of Ethnology

Senri Expo Park, Suita, Osaka, Japan 

Phone 06-877-5341


